
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 ７月 ４日 

文責：校長 櫻田 渉 令和４年度 第２号 

◆ インターンシップ・ ◆ 

 本校では、卒業後の就労を見据えてインターンシップを推進しています。１・２年生は１１月に、３年生

は６月に、３年間で最大３回のインターンシップに参加することができます。活動をとおして職業観を育成

するのはもちろんのこと、実際の仕事を見て 

体験することが仕事とのミスマッチ防止にも 

なります。インターンシップの実施にあたっ 

ては、毎年たくさんの事業所様にお世話にな 

っています。この場をお借りして御礼申し上 

げます。         報告会の様子 → 

◆ 関の子ボランティア ◆ 

 第１号でもお伝えした関の子ボランティアですが、記録をたどると、少なくとも平成２２年には組織的な

活動が始まり、それ以降本校の子どもたちは、地域の支援をいただきながら勿来駅周辺の環境整備や防犯活

動に貢献してきました。今年度はすでに４回の活動が行われ、第１回５名、第２回１７名、第３回２０名、

第４回２３名と参加者数も徐々に増えてきました。子どもたちの意識の高さを窺うことができうれしい限り

です。今後とも地域の皆様のご支援をお願いいたします。 

 

◆ 令和４年度 ”うつくしまふくしま”環境顕彰 受賞 ◆         内堀知事からの感謝状 ↓ 

 開校以来、通学路のごみ拾いを実施するほか、ボランテ 

ィアとして、他校生や地域のボランティア団体とも連携し、 

JR勿来駅周辺のトイレ掃除や勿来海岸の清掃、植栽など地 

域の環境美化に大きく貢献してきたことが受賞理由でした。 

団体賞は、新田茂田川ホタルの里保存会様、グリムエナジ 

ー株式会社・グリムエレクトロニクス株式会社様、三春町 

立中郷小学校様、塙町立笹原小学校様、地域安全ヤングボ 

ランティアリリーバーズ様、そして本校の６団体でした。 

 卒業生や地域の皆様のこれまでの取り組みが評価され今 

回の受賞につながりました。本校の良き伝統として、今後 

も引き続き取り組んで参りたいと思います。 

 

勿来高校はボランティア活動など、地域とつながる活動を大切にしている学校、地域に支えられている学

校です。学校だより第２号では本校における地域との連携についてお伝えします。 

 


